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はじめに 

国立研究開発法人 森林研究・整備機構は、森林の働きや林業・木材産業にかかわる研究

開発業務を通じて、科学技術、行政施策、社会経済活動、国際協力への貢献に積極的に取り

組んでいます。そして、豊かで多様な森林の恵みを活かした循環型社会の形成に努め、森林

環境を基盤とする文化と人類の持続可能な発展に貢献することをミッションとしています。 

これらの推進のため、森林総合研究所、森林総合研究所林木育種センター、森林総合研究

所森林バイオ研究センターは、研究の重点化を図りつつ、森林・林業・木材産業にかかわる

さまざまな研究を推進し、多くの成果をあげてきました。その成果を皆さまにお伝えし、ご

活用いただけるよう、成果の橋渡しにも努めています。 

その活動の一環として、2010 年に「実用化カタログ」を、2019年には「森林産業 実用化

カタログ 2019」を発行しました。その後、現在までの研究開発によって、一層深化した成

果や新たな成果が生まれてきたことから、カタログを改訂し、新たに「森林産業 実用化カ

タログ 2025」として広く皆さまに配布することにいたしました。

「森林産業 実用化カタログ 2025」は、技術のポイントとして、研究開発成果の特徴を簡

単にまとめています。また、連携・橋渡しの方向として、どのような分野での利活用を目指

しているかも記載しています。二次元コードからオンライン版にアクセスいただくことも

可能です。採用したい成果や試してみたい成果がある方、あるいは、研究開発の深化にご協

力いただける方がおられましたら、社会実装推進・知財戦略室までお声がけくださいますよ

うお願い申し上げます。 

国立研究開発法人 森林研究・整備機構 理事長 

浅野（中静）透 
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による有機物分解速度の広域推定」による成果です。 
10 渓流の水温・湧水地図を熱赤外動画から作成 

本研究の一部は、北海道立総合研究機構戦略研究、日本生命財団 環境問題研究助成、JSPS
科研費 23H02241 により実施しました。 

11 多地点の環境データを遠隔モニタリングするデバイスとシステム 
本研究の一部は、JSPS 科研費 JP21K05837 の助成により実施しました。 

 
森林資源の育成と安定供給 

13 スギ、ヒノキ、カラマツの充実種子選別装置の開発 
本装置は、生物系特定産業技術研究支援センター地域戦略プロジェクト（うち実証研究型）

「優良苗の安定供給と下刈り省力化による一貫作業システム体系の開発」（平成 28～30 年
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度）により開発しました。また、選別する技術は、生物系特定産業技術研究支援センター攻

めの農林水産業の実現に向けた革新的技術緊急展開事業「コンテナ苗を活用した低コスト

再造林技術の実証研究」（平成 27〜28 年度）により開発しました。 
14 樹冠への物理的刺激によるコンテナ苗の徒長の抑制

本研究は、農林水産省による戦略的プロジェクト研究推進事業「成長に優れた苗木を活用し

た施業モデルの開発（18064868）」により実施しました。 
15 コンテナ苗生産のための工程管理表の開発

この工程管理表は、生物系特定産業技術研究支援センター地域戦略プロジェクト（うち実証

研究型）「優良苗の安定供給と下刈り省力化による一貫作業システム体系の開発」（平成 28
～30 年度）により開発しました。 

16 造林作業を省力化する電動クローラ型１輪車の開発

本研究は、生産性革命に向けた革新的技術開発事業「スマート捕獲・スマートジビエ技術の

確立」および令和２年度林野庁補助事業「先進的林業機械緊急実証・普及事業」の補助を受

けて実施しました。

17 スギ苗の成長がよい場所をみきわめて下草刈り経費を削減する

本研究は、農林水産省戦略的プロジェクト研究推進事業「成長に優れた苗木を活用した施業

モデルの開発（2018～2022 年度）」の一環として実施しました。

18 施業計画支援ツール「I-Forest」の開発 
本研究の一部は、農林水産省による戦略的プロジェクト研究推進事業「成長に優れた苗木を

活用した施業モデルの開発」（H30～R4）により実施し、継続して、みどりの食料システム

戦略実現技術開発・実証事業のうち「農林水産研究の推進」（委託プロジェクト研究）「日

本全国の林地の林業採算性マトリクス評価技術の開発」（R5～R9）により進めています。 
20 白樺林の再生ガイドラインを作成 

本研究は、久慈市から委託を受け実施しました。

21 国産ウルシを持続的に生産し、利用する技術の刷新 
本研究の一部は、JSPS 科学研究費 26242017、農林水産業・食品産業科学技術研究推進事

業 28027C「日本の漆文化を継承する国産漆の増産、改質・利用技術の開発」、及び JSPS 科

学研究費 19H00551 により実施しました。 
22 地形条件を考慮した路網整備適地の判定

本研究は、岐阜県森林研究所と共同で実施しました。

23 森林作業道における情報化施工システムの開発

本研究は、生研支援センター「生産性革命に向けた革新的技術開発事業」により実施しまし

た。

24 自動荷役作業のための丸太検出システムの開発

本研究の一部は 、JSPS 科研費 20K15560 の助成を受けて実施しました。 
25 全木集材のためのゴムクローラ式クラムバンクスキッダの開発

本研究は、農研機構生研支援センター「革新的技術開発・緊急展開事業（うち経営体強化プ
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ロジェクト）」の支援を受けて実施し、株式会社諸岡との共同研究により開発しました。 
27  UAV と地上型レーザースキャナーを組合せた森林構造の三次元化技術 

本研究の一部は、一般財団法人日本森林林業振興会「森林林業振興助成事業」（H29〜R1）
「地上型レーザースキャナーによる効率的な収穫調査と素材生産現場への活用方法の提案」

により実施しました。 
 

病虫獣害の防除ときのこ等微生物の利用 

28 樹木の土壌病害（南根腐病とならたけ病・ならたけもどき病）の防除 
本研究の一部は、沖縄型森林環境保全事業により実施しました。 

29 スギ赤枯病を 1 時間で診断する技術を開発 
本研究の一部は、交付金プロジェクト「スギ赤枯病の早期診断技術および被害軽減技術の開

発（R1～R2）」により実施しました。 
30 被害発生初期地におけるナラ枯れ早期診断手法 

本研究の一部は、イノベーション創出強化研究推進事業「With/Post ナラ枯れ時代の広葉樹

林管理戦略の構築」（体系的番号：JPJ007097、課題番号：04021C2）により実施しました。 
31 樹幹に穿入したカシノナガキクイムシをノズル型殺虫剤で駆除 

本研究は、生研支援センター・イノベーション創出強化研究推進事業（体系的番号：

JPJ007097）、「With/Post ナラ枯れ時代の広葉樹林管理戦略の構築」（課題番号：04021C2）
により実施しました。 

32 クビアカツヤカミキリの防除法（マニュアル） 
本研究は、イノベーション創出強化研究推進事業「サクラ・モモ・ウメ等バラ科樹木を加害

する外来種クビアカツヤカミキリの防除法の開発 30023C」により実施しました。 
33 マツ材線虫病被害への対応方針をマニュアル化 

本研究の一部は、交付金プロジェクト「変容する松くい虫対策技術を反映した防除マニュア

ル（R1～3）」により実施しました。 
34 森林性カミキリムシを不妊化させる細菌を発見 

本研究の一部は、JSPS 科研費 No.16H04944 および 19H03004 の助成を受けて実施しまし

た。 
35 穿孔性害虫オオゾウムシの発生予察 

本研究の一部は、交付金プロジェクト「九州地域の人工林での帯状伐採等の伐採が多面的機

能に及ぼす科学的評価と林業的評価を考慮した取り扱い手法の提示（H23～25）」及び「伐

期を迎えた人工林の伐採と再造林箇所の選定に関する予備的研究（H26）」により実施しま

した。 
36 振動できのこ害虫の被害を抑え、さらにきのこの生育も促進する 

本研究の一部は、生研支援センター・オープンイノべーション研究・実用化推進事業「害虫

防除および安定栽培のための振動農業技術の開発と実用化」（JPJ011937）による支援を受
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けて実施しました。 
37 日本に自生する菌根性きのこであるトリュフの人工的発生 

本研究は、農林水産省農林水産技術会議事務局委託研究プロジェクト「森林資源を最適利用

するための技術開発」における研究課題「高級菌根性きのこの栽培技術の開発」（H27～R1）
および生物系特定産業技術研究支援センターによるイノベーション創出強化研究推進事業

研究課題「国産トリュフの林地栽培に向けての技術体系の構築」（R4～R6）により実施しま

した。 
39 新しい花粉飛散防止剤を開発 

本研究の一部は、（国研）森林研究・整備機構森林総合研究所交付金プロジェクト（課題番

号 202004）により実施しました。 
本研究の一部は、JSPS 科研費 JP24K01820 の助成を受けて実施しました。 
本研究の一部は、林野庁補助事業「花粉の少ない森林への転換促進緊急総合対策のうち花粉

飛散量の予測・飛散防止のうち花粉飛散防止剤早期実用化促進事業」により実施しました。 
40 シドウィア菌を用いたスギ花粉飛散防止剤 

本研究の一部は、農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（H26～H28）「26075C 菌
類を活用したスギ花粉飛散防止液の高度化と実用的な施用技術の開発」、林野庁補助事業

（H29～R3）「スギ花粉飛散防止剤の実用化試験」により実施しました。 
 

木材利用技術の高度化と需要拡大 

45 合法性の高い木材の流通を目指した木材の樹種と産地を知る方法 
本研究の一部は、JSPS 科研費(No 18H00631、21300332、25292109)、ITTO プロジェク

ト「パナマ産木材の樹木年輪同位体を用いた木材産地判別のための予備調査」、および、交

付金プロジェクト「合法性・持続可能性木材の証明のための樹種・産地特定術の開発」の助

成を受けて実施しました。 
46 大径丸太のヤング係数を簡便に測定する方法 

本研究の一部は、森林総合研究所交付金プロジェクト「用途に応じた木材製品を安定供給す

るための大径材の加工・利用技術の開発（R3～R4）」により実施しました。 
47 大径材から生産される製材品の強度を丸太段階で予測する技術を開発 

本研究は、農研機構生研支援センター「革新的技術開発・緊急展開事業（うち先導プロジェ

クト）」の支援を受けて実施しました。 
48 はかりを使わず音で木材の重さを知る 

本研究の一部は、JSPS 科研費 20H03052 および農林水産省委託プロジェクト「大径材の活

用による国産材製品の安定供給システムの開発」JPJ012040 により実施しました。 
49 国産早生樹種センダン板材の販売に向けたグレーディングの試行 

本研究の一部は、イノベーション創出強化研究推進事業（R4～6）｢04012B2：早生樹等の

国産未活用広葉樹材を家具・内装材として利用拡大するための技術開発｣により実施しまし
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た。

50 国産未活用広葉樹 4 樹種の材質・強度・加工特性データ集を公開 
本研究の一部は、森林総合研究所交付金プロジェクト（R1～3）「課題番号 201905：国産早

生樹種の用材利用に向けた材質・加工特性の解明」及びイノベーション創出強化研究推進事

業（R4～6）｢04012B2：早生樹等の国産未活用広葉樹材を家具・内装材として利用拡大す

るための技術開発｣により実施しました。

51 早生樹コウヨウザンの各種強度性能の検証

本研究は、森林総合研究所交付金プロジェクト「国産早生樹種の用材利用に向けた材質・加

工特性の解明」により実施しました。

54 間柱を使用した構造用大断面集成材の開発

本研究は、農研機構生研支援センター「革新的技術開発・緊急展開事業（うち経営体強化プ

ロジェクト）」の支援を受け、(株)ティンバラムと共同研究を行った成果です。

55 組立部材を想定した木質面材料の釘接合部の強度性能を解明

本研究の一部は、（国研）森林研究・整備機構森林総合研究所交付金プロジェクト「非住宅

木造建築における釘接合部の高耐力化に関する研究」（課題番号：201713）により実施しま

した。

56 国産材 CLT の強度性能評価技術の開発 
本研究の一部は、農林水産省委託プロジェクト研究「森林資源を最適利用するための技術開

発」（H25～29）課題名「伐採木材の高度利用技術の開発」、林野庁委託事業、例えば「CLT
等新たな製品・技術の開発促進事業」により実施しました。

57 中高層木造建築を可能とする耐火技術の開発

成果の元となる研究の一部は、新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業「国産材の

新需要創造のための耐火性構造材料の開発(課題番号 2009）」、CLT 等新製品・新技術利用

促進事業のうち耐火部材開発「FR ウッドの改良」、革新的技術開発・緊急展開事業（うち経

営体強化プロジェクト）」のうち「CLT を使った構造物の施工コストを他工法並みにする技

術開発(課題番号 16930671）」により実施しました。 
60 木材の健康効果：木質系材料が多い寝室は不眠症の疑いが少ない 

本研究は、JSPS 科研費 (JP16H03245)「勤労世代のメンタルヘルスの危険因子としての

睡眠様態とその遺伝的要因の探索」およびクラウドファンディング「人はなぜ眠る？最適

な睡眠とは？「睡眠の謎」に最新の科学で迫る（https://readyfor.jp/projects/wpi-iiis）」に

よる成果です。

61 過酷な海中環境でも使用できるアセチル化木材の開発 
本研究の一部は、森林総合研究所交付金プロジェクト「土木分野における木材の利用技術の

高度化」（H30～R2 年度）および科学研究費補助金（20K06174）により実施しました。 

木質新素材とエネルギー利用
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62 木材から得る CNF や微細にほぐしたセルロース繊維を利用する 
本研究の一部は、令和元年度林野庁新素材製造・利用技術開発事業、令和 4 年度戦略的技術

開発・実証事業、令和 5 年度林業機械・木質系新素材の開発・実証事業により実施しまし

た。 
64 セルロース系自己発色材料の色相と力学物性を制御する技術 

本研究は、日本学術振興会の科研費・若手研究（課題番号：JP23K13998）の助成を受け実

施しました。 
65 世界初、木そのものを直接糖化発酵して造る「木の酒」 

本研究は、イノベーション創出強化研究推進事業（基礎ステージ）世界初！樹(き)から造る

「木の酒」の開発（令和元年度〜3 年度）、イノベーション創出強化研究推進事業（応用ス

テージ）木の酒の社会実装に向けた製造プロセスの開発と山村地域での事業条件の検討（令

和 4 年度〜6 年度）により実施しました。 
67 改質リグニン製造システム 

本研究は、SIP 第一期 次世代農林水産業創造技術 新たな機能の開拓による未来需要創出

技術 林水未利用資源の高度利用技術の開発（内閣府）2014～2018 年度により実施しまし

た。 
68 改質リグニンを利用した高機能フェノール樹脂の製造技術 

本研究の一部は、農林水産研究推進事業委託プロジェクト研究「木質リグニン由来次世代マ

テリアルの製造・利用技術等の開発」により実施しました。 
69 未利用の針葉樹樹皮を原料とした素材生産技術 

本研究の一部は、農林水産省委託プロジェクト研究「針葉樹樹皮のエシカルプラスチック等

への原料化」JPJ011298 により実施しました。 
71 ディスクチッパーによる木材チップサイズ調整技術 

本研究は、生研支援センター「イノベーション創出強化研究推進事業」（JPJ007097）の支

援を受けて実施しました。ここに記し謝意を表します。 
 

多様な森林の造成・保全と持続的資源利用に貢献する林木育種 

74 コウヨウザンの特性と増殖マニュアルの公開 
本研究の一部は、農研機構生研支援センター・イノベーション創出強化研究推進事業「木材

強度と成長性に優れた早生樹「コウヨウザン」の優良種苗生産技術の開発」(H 30～R 2 )及
び農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業「西南日本に適した木材強度の高い新たな造

林用樹種・系統の選定及び改良指針の策定」(H 27～29)の支援を受けて実施しました。 
75 土を使わずミスト散水でさし穂を発根させる手法「エアざし®」 

本研究の一部は、生研支援センター・イノベーション創出強化研究推進事業・開発研究ステ

ージ「30028C 用土を用いない空中さし木法による、コスト 3 割削減で 2 倍の生産量を実

現するスギさし木苗生産方法の確立」（H30～R2）により実施しました。 
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76 スギ及びカラマツの原種苗木の短期増産技術の開発

林野庁補助事業（H30 年～R4）「エリートツリー等の原種増産技術の開発事業」により実施

しました。

77 飲料用ペットボトルを利用した培養植物の新しい馴化手法

本研究の 一部 は、環境 省・（独）環境再生保全機構の 環境研究総合推 進費

（JPMEERF20184R01）により実施しました。 
78 ケニアにおける郷土樹種メリアを対象とした育種技術の開発

本研究は、（独）国際協力機構による技術協力「ケニア国気候変動への適応のための乾燥地

耐性育種プロジェクト」（H24～29）、「ケニア国持続的森林管理のための能力開発プロジェ

クト（林木育種コンポーネント）」（H29～R4）及び「持続的森林管理・景観回復による森林

セクター強化及びコミュニティのための気候変動レジリエンスプロジェクト（林木育種コ

ンポーネント）」（R4～9）に係る業務委託により実施しました。

79 ゲノム編集技術による林木の効率的な形質改変

本研究の一部は、JSPS科研費 23880029、JSPS科研費 25850124、JSPS科研費 16H04942、
JSPS 科研費 16K1873、JSPS 科研費 17K07854、JSPS 科研費 19H03022、JSPS 科研費 
21H02242、JSPS 科研費 22H02412、JST 戦略的創造研究推進事業(ALCA) JPMJAL1107、
農林水産研究推進事業委託プロジェクト研究「炭素貯留能力に優れた造林樹種の効率的育

種プロジェクト」により実施しました。

80 薬用樹木カギカズラの増殖・栽培技術の開発とその利活用 
本研究の一部は、生研支援センター・イノベーション創出強化研究推進事業「国産のつる性

薬用樹木ギカズラの生産技術の開発と機能性解明に基づく未利用資源の活用」（R2~4）によ

り実施しました。
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国立研究開発法人 森林研究•整備機構との連携を希望される方へ

国立研究開発法人 森林研究•整備機構 森林総合研究所、森林総合研究所林木育種センター、

森林総合研究所森林バイオ研究センターは、研究開発によって得られた成果の社会還元について
御協力いただける方を募集しています。また、これらの成果のさらなる発展•深化に御協力いた
だける方も募集しています。

この「森林産業実用化カタログ2025」に掲載された成果を使ってみたい方、今後私共と協力し
て研究開発を進めてみたい方がいらっしゃいましたら、以下までご連絡ください。

国立研究開発法人 森林研究•整備機構 森林総合研究所
企画部 研究管理科 社会実装推進•知財戦略室
〒305-8687 茨城県つくば市松の里1
Ｅ-mail ： sangaku@ffpri.go.jp
URL ： https://www.ffpri.go.jp/sangakukan/index.html
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